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八木　月子
浦野　隼次
今泉　淳乙
早川　喬俊

倉橋　英樹
安間　寛子

佐藤　郁恵

「市内工業団地における土地利活用の考え」
「豊川市役所における女性活躍推進の取り組み」
「第３次豊川市生涯学習推進計画の取り組み」
「若い夫婦が子育てしやすい環境（保育園）整備」「安全な登下校に向けた取り組み」
「市税等の納税の現状と今後の取り組み」
「まち・ひと・しごと創生総合戦略」
「平成28年熊本地震と本市の防災対策」
「有害鳥獣対策」
「市長マニフェスト」
「学校給食のアレルギー対応」「ＬＧＢＴ（性的少数者）への対応の取り組み」
「トップアスリートを通じたスポーツ振興」
「本市消防団の現状及び今後の展望」
「児童・生徒への学習支援」「二級河川音羽川水系の白川・西古瀬川」
「豊川西部土地区画整理事業地区内の安全対策」
「公共事業の入札制度及び設計業務」
「市民の暮らしを守るための、国民健康保険制度のあり方」「子どもの貧
　困問題と高齢者への支援」「第１１回市民意識調査結果」
「安保法制成立とあわせた自衛隊強化と明文改憲の動き」「高齢者の貧
　困対策、特に住居負担の軽減」

一
般
質
問

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

【
問
】
女
性
活
躍
推
進
法

へ
の
対
応
状
況
は
。

【
答
】
本
年
３
月
に
市
役

所
特
定
事
業
主
行
動
計
画

を
策
定
し
た
。
昨
年
度
に

は
女
性
活
躍
推
進
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
外
部
研
修

に
職
員
を
派
遣
し
た
。
働

き
方
改
革
に
対
す
る
職
員

の
意
識
改
革
を
図
る
取
り

組
み
も
実
施
し
て
い
る
。

【
問
】
市
役
所
特
定
事
業

主
行
動
計
画
の
内
容
は
。

【
答
】
女
性
の
活
躍
に
関

し
て
、
女
性
職
員
の
採
用

割
合
や
管
理
職
の
女
性
割

合
な
ど
の
状
況
を
把
握
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
分
析

し
た
上
で
、
課
題
解
決
に

必
要
な
取
り
組
み
を
行
動

計
画
と
し
て
定
め
て
い
る
。

【
問
】
男
女
を
通
じ
た
働

き
方
改
革
の
考
え
は
。

【
答
】
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が
不

可
欠
で
あ
る
。
時
間
外
勤

務
を
前
提
と
し
た
働
き
方

の
是
正
に
向
け
た
取
り
組

み
と
同
時
に
、
職
員
配
置

の
一
層
の
適
正
化
も
進
め

る
。
ま
た
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
や
テ
レ
ワ
ー
ク
等

の
検
討
に
取
り
組
む
。

【
問
】
日
立
、
ス
ズ
キ
が

撤
退
し
た
後
の
八
幡
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
は
。

【
答
】
公
共
施
設
や
商
業
、

医
療
、
福
祉
、
住
宅
、
公

共
交
通
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
集
約
し
た
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て

い
る
。
日
立
側
は
文
化
、

交
流
、
福
祉
な
ど
の
公
共

施
設
や
住
宅
用
地
と
し
て
、

ス
ズ
キ
側
は
商
業
施
設
な

ど
の
立
地
を
検
討
す
る
。

【
問
】
こ
の
跡
地
利
活
用

を
進
め
る
上
で
の
課
題
は
。

【
答
】
都
市
計
画
法
上
の

工
業
専
用
地
域
の
指
定
に

よ
り
、
公
共
施
設
や
商
業

施
設
が
建
設
で
き
な
い
。

市
内
部
で
の
検
討
や
県
な

ど
の
関
係
機
関
と
の
協
議
、

調
整
及
び
法
的
手
続
き
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

【
問
】
名
古
屋
大
学
か
ら

買
い
取
り
依
頼
が
あ
っ
た

6.5 
㌶
の
土
地
の
利
活
用
の

考
え
は
。

【
答
】
宇
宙
地
球
環
境
研

究
所
内
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ

施
設
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ず

に
、
税
収
や
雇
用
の
面
で

本
市
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

企
業
を
誘
致
し
た
い
。

中　

村　

浩　

之

市
役
所
に
お
け
る

女
性
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

星　

川　

博　

文

日
立
、
ス
ズ
キ
が
撤
退
し
た
後
の

八
幡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
は
？

①

八幡地区

①テレワーク
　ICT（情報通信技
術）を活用した、場
所や時間にとらわれ
ない柔軟な働き方の
こと。

一般質問
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一般質問

【
問
】
３
歳
未
満
児
の
受

け
入
れ
強
化
策
と
し
て
一

時
的
保
育
拡
充
の
考
え
は
。

【
答
】
３
園
で
保
育
士
を

２
人
体
制
に
増
や
し
た
の

で
、
利
用
状
況
を
見
極
め

る
。
今
後
も
利
用
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

定
年
退
職
者
を
活
用
し
て

拡
充
を
図
り
た
い
。

【
問
】
今
後
、
ど
の
程
度

の
３
歳
未
満
児
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
に
施
設
改

修
を
進
め
て
い
く
の
か
。

【
答
】
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
で
は
、
30

年
度
の
受
け
入
れ
希
望
者

数
を
１
千
377
人
と
見
込
ん

で
い
る
。
今
年
度
か
ら
２
、

３
年
の
間
で
110
人
程
度
の

増
加
を
目
指
し
、
施
設
改

修
な
ど
に
取
り
組
む
。

【
問
】
通
学
路
の
危
険
箇

所
の
把
握
や
対
策
に
つ
い

て
の
地
域
の
声
の
反
映
は
。

【
答
】
保
護
者
や
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら

の
情
報
を
も
と
に
、
日
ご

ろ
か
ら
危
険
箇
所
の
把
握

に
努
め
、
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
危
険
箇

所
の
報
告
を
行
う
よ
う
に

各
校
へ
依
頼
し
て
い
く
。

【
問
】
第
３
次
生
涯
学
習

推
進
計
画
に
お
い
て
の
新

た
な
取
り
組
み
は
。

【
答
】
生
涯
学
習
活
動
と

市
民
活
動
と
の
連
携
、
障

害
者
に
配
慮
し
た
学
習
機

会
の
提
供
な
ど
が
あ
る
。

【
問
】
計
画
を
進
め
て
い

く
中
で
の
今
後
の
展
望
は
。

【
答
】
地
域
と
の
連
携
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
密
に
し
、

生
涯
学
習
の
学
び
を
人
づ

く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
公
民
館
や
生
涯
学

習
会
館
の
長
寿
命
化
や
複

合
化
、
集
約
化
を
検
討
し
、

地
域
生
涯
学
習
推
進
の
拠

点
施
設
と
し
て
効
率
的
な

運
営
を
図
っ
て
い
く
。

【
問
】
家
庭
教
育
を
推
進

す
る
た
め
、
計
画
に
掲
げ

ら
れ
た
事
業
は
。

【
答
】
地
域
教
育
力
の
向

上
支
援
が
あ
り
、
学
校
の

日
に
地
域
や
家
庭
と
連
携

し
た
教
育
活
動
や
地
域
の

方
の
知
識
、
経
験
、
技
能

を
学
校
に
導
入
し
て
い
た

だ
く
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
活

動
事
業
の
推
進
、
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
な
ど

を
進
め
て
い
く
予
定
。

【
問
】
市
税
等
徴
収
業
務

の
東
三
河
広
域
連
合
へ
の

移
管
案
件
の
選
別
方
法
は
。

【
答
】
徴
収
困
難
な
案
件

を
移
管
す
る
も
の
で
、
50

万
円
程
度
が
当
面
の
目
安
。

早
期
に
完
納
が
見
込
ま
れ

る
も
の
は
移
管
し
な
い
。

【
問
】
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
に
よ
る
手
数
料
負

担
と
カ
ー
ド
会
社
の
ポ
イ

ン
ト
付
与
の
考
え
方
は
。

【
答
】
他
の
納
付
方
法
で

は
ポ
イ
ン
ト
は
付
与
さ
れ

な
い
た
め
、
手
数
料
を
納

税
者
負
担
と
す
る
こ
と
で
、

公
平
性
を
保
つ
と
と
も
に

市
の
手
数
料
負
担
も
低
減

さ
せ
る
方
向
で
検
討
す
る
。

【
問
】
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
義
務
者
の
一
斉
指

定
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

【
答
】
納
税
１
回
当
た
り

の
負
担
感
の
軽
減
効
果
と
、

納
付
の
手
間
が
省
け
、
納

め
忘
れ
に
よ
る
滞
納
の
恐

れ
が
な
く
な
る
。

【
問
】
今
後
の
納
税
環
境

整
備
の
考
え
は
。

【
答
】
電
子
納
税
は
広
く

一
般
化
し
て
お
り
、
時
代

の
要
請
も
あ
る
た
め
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

神　

谷　

謙
太
郎

３
歳
未
満
児
の
受
け
入
れ
強
化
策
と
し
て

一
時
的
保
育
拡
充
の
考
え
は
？

井　

川　

郁　

恵

第
３
次
生
涯
学
習
推
進
計
画
に

お
い
て
の
新
た
な
取
り
組
み
は
？

大　

場　

昌　

克

市
税
等
徴
収
業
務
の
東
三
河
広
域
連
合

へ
の
移
管
案
件
の
選
別
方
法
は
？

子どもものづくり教室
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【
問
】
熊
本
地
震
へ
の
対

応
に
よ
り
検
討
す
べ
き
と

感
じ
た
課
題
は
。

【
答
】
建
物
の
耐
震
化
や

家
具
固
定
の
重
要
性
の
さ

ら
な
る
啓
発
、
広
域
受
援

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
防

災
教
育
な
ど
。

【
問
】
現
在
の
民
間
建
築

物
の
耐
震
化
の
推
進
は
。

【
答
】
昭
和
56
年
５
月
以

前
に
建
て
ら
れ
た
建
築
物

の
耐
震
診
断
、
耐
震
性
が

不
足
し
て
い
る
と
判
断
さ

れ
た
場
合
の
耐
震
改
修
や

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
へ
の
補

助
を
行
う
と
と
も
に
、
耐

震
診
断
に
つ
い
て
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
防
災
教
育
全
体
の

考
え
方
は
。

【
答
】
各
自
主
防
災
会
が

実
施
す
る
防
災
訓
練
等
の

場
で
の
講
話
や
、
全
中
学

１
年
生
を
対
象
と
し
た
防

災
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
防
災
訓
練
や
学
習

の
場
で
あ
る
会
議
室
や
視

聴
覚
室
な
ど
を
備
え
た
防

災
教
育
施
設
と
し
て
、
防

災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
計

画
し
、
今
年
度
に
基
本
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

【
問
】
本
市
の
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
特
徴
は
。

【
答
】
第
６
次
総
合
計
画

の
枠
内
に
組
み
込
み
、
総

合
計
画
の
定
住
・
交
流
施

策
を
強
く
意
識
し
、
市
長

の
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
と
連
動

さ
せ
て
い
る
。

【
問
】
東
三
河
広
域
連
合

に
お
け
る
総
合
戦
略
策
定

に
関
す
る
今
後
の
予
定
は
。

【
答
】
広
域
連
合
規
約
の

改
正
が
必
要
で
、
構
成
市

町
村
の
次
期
定
例
会
に
改

正
案
を
上
程
す
る
予
定
。

現
在
、
東
三
河
全
体
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
や
広
域
連
合

で
地
方
創
生
に
資
す
る
事

業
の
検
討
を
し
て
い
る
。

【
問
】
地
方
創
生
推
進
交

付
金
の
活
用
方
針
は
。

【
答
】
事
業
の
自
立
性
や

官
民
協
働
、
政
策
間
連
携
、

地
域
間
連
携
と
い
っ
た
事

業
の
先
駆
性
を
強
化
す
る

取
り
組
み
を
行
う
中
で
、

各
担
当
部
課
が
所
管
す
る

事
業
が
連
携
し
、
本
市
の

実
情
に
応
じ
個
性
が
発
揮

さ
れ
、
総
合
戦
略
の
推
進

に
資
す
る
と
見
極
め
た
上

で
交
付
金
を
活
用
し
た
い
。

【
問
】
昨
年
７
月
の
西
伊

豆
町
で
の
電
気
柵
事
故
後

に
お
け
る
本
市
の
対
応
は
。

【
答
】
市
と
ひ
ま
わ
り
農

協
が
把
握
し
て
い
る
電
気

柵
を
設
置
し
て
い
る
市
内

の
全
て
の
農
家
に
対
し
、

現
地
調
査
、
安
全
対
策
の

再
点
検
、
改
善
指
導
を
行

っ
た
。
昨
年
９
月
の
再
点

検
で
は
、
全
て
が
安
全
対

策
の
適
合
と
な
っ
た
。

【
問
】
鉄
砲
に
よ
る
有
害

鳥
獣
駆
除
の
安
全
対
策
は
。

【
答
】
猟
友
会
会
員
に
は
、

安
全
・
技
能
講
習
が
徹
底

さ
れ
、
現
地
で
は
声
か
け
、

無
線
に
よ
る
情
報
共
有
に

よ
り
常
に
安
全
確
認
を
行

い
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。

地
域
住
民
へ
は
、
組
回
覧

の
ほ
か
、
前
日
に
防
災
行

政
無
線
で
周
知
し
て
い
る
。

【
問
】
今
後
の
鳥
獣
被
害

防
止
に
関
す
る
方
針
は
。

【
答
】
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

に
つ
い
て
は
、
柵
の
維
持

管
理
の
仕
組
み
づ
く
り
に

力
を
入
れ
、
サ
ル
に
つ
い

て
は
10
年
以
内
に
個
体
数

の
半
減
を
目
指
す
。
鳥
類

に
つ
い
て
は
防
鳥
網
購
入

へ
の
補
助
を
継
続
す
る
。

小　

林　

琢　

生

熊
本
地
震
へ
の
対
応
に
よ
り

検
討
す
べ
き
と
感
じ
た
課
題
は
？

石　

原　

政　

明

本
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
特
徴
は
？

平　

松　

八　

郎

西
伊
豆
町
で
の
電
気
柵
事
故
後
に

お
け
る
本
市
の
対
応
は
？

熊本地震災害義援金募金箱

電気柵

一般質問
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一般質問

【
問
】
学
校
給
食
の
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
食
材
と
対
応

方
法
は
。
ま
た
、
対
応
物

質
を
広
げ
る
考
え
は
。

【
答
】
卵
除
去
食
の
提
供
、

保
護
者
へ
使
用
食
材
の
ア

レ
ル
ギ
ー
物
質
の
情
報
提

供
、
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
を

含
ま
な
い
食
材
の
選
定
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
の
ア

レ
ル
ギ
ー
食
調
理
ス
ペ
ー

ス
は
、
複
数
の
物
質
除
去

に
は
不
十
分
で
、
交
差
汚

染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
た

め
、
卵
の
み
と
し
て
い
る
。

【
問
】
学
校
現
場
で
の
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
状
況
と
対
応
は
。

【
答
】
教
育
委
員
会
と
し

て
も
把
握
し
づ
ら
い
内
容

で
あ
り
、
い
つ
、
何
名
い

た
か
は
把
握
し
て
い
な
い
。

要
望
が
あ
れ
ば
可
能
な
範

囲
で
対
応
を
考
え
る
。

【
問
】
文
科
省
が
こ
の
よ

う
な
生
徒
へ
の
配
慮
を
求

め
る
通
知
を
出
し
て
い
る

が
、
そ
の
対
応
は
。

【
答
】
い
ず
れ
の
通
知
も

各
学
校
に
送
付
し
、
周
知

を
図
る
と
と
も
に
、
必
要

な
情
報
提
供
を
行
っ
て
き

て
い
る
。

【
問
】
夏
休
み
期
間
中
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の

児
童
の
熱
中
症
対
策
等
は
。

【
答
】
24
年
度
に
は
全
児

童
ク
ラ
ブ
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
た
。
夏
休
み
中

の
利
用
児
童
の
増
加
で
エ

ア
コ
ン
の
な
い
教
室
も
使

用
し
て
い
る
た
め
、
今
年

度
は
エ
ア
コ
ン
の
リ
ー
ス

や
冷
風
機
設
置
で
対
応
す

る
。
小
中
学
校
の
普
通
教

室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進

め
て
い
る
が
、
新
規
設
置

す
る
児
童
ク
ラ
ブ
室
に
つ

い
て
も
調
整
し
て
い
る
。

【
問
】
エ
ア
コ
ン
の
使
用

時
間
な
ど
制
限
は
あ
る
か
。

【
答
】
制
限
は
な
い
。

【
問
】
児
童
ク
ラ
ブ
の
加

配
対
象
児
増
加
の
対
応
は
。

【
答
】
加
配
対
象
児
に
は

原
則
支
援
員
１
人
を
増
員

す
る
が
、
児
童
数
に
応
じ

て
さ
ら
に
増
員
し
て
い
る
。

【
問
】
市
長
が
初
出
馬
の

際
言
及
さ
れ
た
「
副
市
長

の
複
数
制
」
の
再
検
討
は
。

【
答
】
今
年
度
か
ら
検
討

を
重
ね
、
29
年
度
以
降
に

選
任
調
整
及
び
副
市
長
定

数
条
例
改
正
の
手
続
き
に

入
る
。

【
問
】
リ
オ
五
輪
に
出
場

す
る
豊
川
高
校
在
籍
の
今

井
月る

な

選
手
を
応
援
す
る
た

め
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
を
実
施
す
る
考
え
は
。

【
答
】
予
選
は
日
本
時
間

の
深
夜
に
行
わ
れ
る
た
め
、

実
施
は
難
し
い
が
、
準
決

勝
、
決
勝
は
観
戦
に
適
し

た
時
間
に
行
わ
れ
る
た
め
、

中
央
図
書
館
な
ど
で
の
実

施
を
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
地
元
か
ら
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
を
生
み
出
す

た
め
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
づ

く
り
を
行
い
、
国
県
な
ど

に
よ
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
育
成
へ
つ
な
げ
る
た
め
、

小
中
学
校
部
活
動
活
性
化

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
費

補
助
金
の
奨
励
金
交
付
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
ス
ポ
ー
ツ
選
手
ふ

れ
あ
い
指
導
の
取
り
組
み

と
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】
い
ろ
い
ろ
な
競
技

で
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、
地
元
ゆ
か
り
の

ア
ス
リ
ー
ト
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

八　

木　

月　

子

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
及
び

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
対
応
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

堀　

内　

重　

佳

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

「
子
育
て
支
援
」
と

「
副
市
長
複
数
制
」
に
つ
い
て

浦　

野　

隼　

次

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
通
じ
た

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

学校給食

今井月
るな

選手の激励会（市役所にて）

②

②ＬＧＢＴ
　レズビアン、ゲ
イ、バイセクシャ
ル、トランスジェン
ダーのそれぞれアル
ファベットの頭文字
で示した略語。
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【
問
】
地
域
未
来
塾
の
取

り
組
み
の
考
え
は
。

【
答
】
生
徒
や
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
、
講
師
や
場
所
の

確
保
、
開
催
期
間
や
回
数
、

教
科
、
時
間
に
つ
い
て
、

開
催
し
て
い
る
市
町
の
状

況
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら

実
施
す
る
か
ど
う
か
を
含

め
て
検
討
す
る
。

【
問
】
西
古
瀬
川
の
八
幡

桜
の
延
伸
の
見
通
し
は
。

【
答
】
八
幡
町
内
会
か
ら

河
津
桜
の
植
樹
と
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
の
整
備
の
要
望

が
あ
り
、
愛
知
県
と
協
議

し
、
検
討
し
て
い
る
。
今

年
度
中
に
事
業
計
画
を
策

定
し
、
事
業
化
を
目
指
す
。

【
問
】
八
幡
線
整
備
に
お

け
る
課
題
と
効
果
は
。

【
答
】
八
幡
線
が
接
続
す

る
姫
街
道
線
と
共
に
交
通

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

安
全
対
策
が
必
要
と
な
る

た
め
、
公
安
委
員
会
と
調

整
中
で
あ
る
。
効
果
と
し

て
は
、
生
活
道
路
の
交
通

量
が
減
り
安
全
性
が
向
上

す
る
。
ま
た
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
保
留
地
の
販

売
促
進
、
周
辺
道
路
の
渋

滞
緩
和
を
期
待
し
て
い
る
。

【
問
】
旧
一
宮
町
地
区
担

当
の
消
防
団
第
５
方
面
隊

に
つ
い
て
地
元
か
ら
出
さ

れ
た
要
望
書
の
内
容
は
。

【
答
】
少
子
高
齢
化
に
伴

い
、
団
員
確
保
が
で
き
ず
、

現
体
制
の
維
持
が
難
し
い

た
め
、
組
織
の
統
合
と
、

消
防
団
詰
所
の
適
正
配
置

や
施
設
の
充
実
を
要
望
す

る
も
の
で
あ
る
。

【
問
】
第
５
方
面
隊
の
統

合
は
、
地
域
防
災
力
の
低

下
を
招
く
こ
と
は
な
い
か
。

【
答
】
地
元
の
区
長
と
関

係
者
が
消
防
団
員
を
含
め

十
分
検
討
し
た
と
聞
い
て

い
る
。
再
度
、
検
証
・
検

討
し
、
消
防
本
部
、
消
防

署
と
消
防
団
と
の
連
携
に

よ
り
、
防
災
力
の
低
下
し

な
い
組
織
に
し
て
い
く
。

【
問
】
本
市
消
防
団
の
今

後
の
展
望
は
。

【
答
】
地
域
防
災
力
の
充

実
強
化
に
は
、
消
防
団
を

中
核
と
し
、
防
災
に
関
す

る
多
様
な
主
体
が
適
切
に

役
割
分
担
し
、
連
携
・
協

力
す
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

消
防
団
員
の
確
保
、
活
性

化
施
策
の
推
進
を
図
る
。

【
問
】
登
録
業
者
の
全
て

を
指
名
競
争
入
札
に
参
加

さ
せ
る
考
え
は
。

【
答
】
入
札
前
に
指
名
業

者
が
分
か
る
こ
と
に
な
り
、

何
ら
か
の
弊
害
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
毎
回

登
録
業
者
全
て
を
指
名
す

る
考
え
は
な
い
。
入
札
方

式
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
、
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。

【
問
】
工
事
で
は
予
定
価

格
を
公
表
し
て
い
る
が
、

委
託
業
務
で
は
非
公
表
と

し
て
い
る
理
由
は
。

【
答
】
委
託
業
務
は
複
数

の
委
託
を
ほ
ぼ
同
様
の
内

容
で
発
注
す
る
こ
と
が
多

く
、
安
易
な
類
推
が
働
く

可
能
性
が
あ
り
、
競
争
性

を
失
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
。

【
問
】
愛
知
県
建
築
士
会

豊
川
支
部
か
ら
出
さ
れ
た

要
望
へ
の
対
応
は
。

【
答
】
要
望
は
基
本
設
計

を
き
ち
ん
と
行
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
内
容
を
含
む
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
必
要
に
応
じ
て
基
本

設
計
業
務
を
予
算
化
し
、

業
務
委
託
と
し
て
発
注
す

る
こ
と
と
し
た
。

早　

川　

喬　

俊

地
域
未
来
塾
の
取
り
組
み
の
考
え
は
？

今　

泉　

淳　

乙

消
防
団
第
５
方
面
隊
に
つ
い
て

地
元
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
書
の
内
容
は
？

倉　

橋　

英　

樹

登
録
業
者
の
全
て
を
指
名
競
争
入
札
に

参
加
さ
せ
る
考
え
は
？

一般質問

③

④

③地域未来塾
　中学生等を対象に
大学生や教員 OB な
ど地域住民が行う原
則無料の学習支援。

④ポケットパーク
　道路整備などでで
きたスペースにベン
チ等を整備して作る
小さな公園。

消防団の詰所

西古瀬川の河津桜
（地元では八幡桜と呼ぶ）



11　議会だより No.178　

一般質問

【
問
】
自
衛
隊
機
が
轟
音

を
立
て
て
本
市
上
空
を
飛

行
し
て
い
る
が
、
飛
行
コ

ー
ス
を
把
握
し
て
い
る
か
。

【
答
】
航
空
自
衛
隊
浜
松

基
地
に
確
認
し
た
が
、
飛

行
の
経
路
は
公
開
さ
れ
て

い
な
い
。

【
問
】
自
衛
隊
の
国
防
軍

化
に
つ
い
て
、
憲
法
改
正

草
案
の
内
容
と
認
識
は
。

【
答
】
第
９
条
の
２
に
お

い
て
、
我
が
国
の
平
和
と

独
立
並
び
に
国
及
び
国
民

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
を
最
高
指

揮
官
と
す
る
国
防
軍
を
保

持
す
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
、

国
に
意
見
を
述
べ
て
い
く

考
え
は
な
い
。

【
問
】
減
少
傾
向
に
あ
る

公
営
住
宅
の
充
実
や
、
空

き
家
等
を
利
用
し
た
住
宅

供
給
の
考
え
は
。

【
答
】
県
営
諏
訪
住
宅
の

建
設
や
雇
用
促
進
住
宅
の

民
間
譲
渡
の
動
向
を
踏
ま

え
、
空
き
家
や
民
間
住
宅

の
活
用
を
含
め
た
住
宅
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
見

直
し
の
中
で
必
要
な
住
宅

供
給
戸
数
を
見
極
め
た
い
。

【
問
】
国
民
健
康
保
険
料

が
高
い
が
軽
減
の
考
え
は
。

ま
た
、
滞
納
者
へ
丁
寧
な

対
応
を
行
っ
て
い
る
か
。

【
答
】
負
担
軽
減
の
新
た

な
制
度
の
考
え
は
な
い
。

滞
納
者
に
は
、
個
別
事
案

ご
と
に
生
活
状
況
等
を
聞

き
取
り
、
分
割
納
付
等
の

相
談
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
本
市
独
自
の
給
付

型
奨
学
金
創
設
の
考
え
は
。

【
答
】
給
付
型
に
は
そ
れ

相
応
の
予
算
が
必
要
と
な

る
。
私
立
高
等
学
校
等
の

授
業
料
に
つ
い
て
は
、
公

立
と
私
立
の
保
護
者
負
担

の
格
差
を
少
し
で
も
減
ら

す
方
向
で
行
っ
て
き
た
補

助
制
度
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

【
問
】
旧
４
町
の
住
民
の

合
併
に
伴
う
満
足
度
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
か
。

【
答
】
27
年
の
市
民
意
識

調
査
で
は
合
併
の
満
足
度

は
低
下
し
て
い
る
。
合
併

に
期
待
す
る
項
目
と
さ
れ

て
い
た
交
通
安
全
、
防
犯

・
防
災
対
策
、
子
育
て
支

援
施
策
な
ど
の
充
実
が
満

足
度
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
分
析
し
て
い
る
。

【
問
】
刈
谷
市
、
安
城
市
、

西
尾
市
の
副
市
長
複
数
制

導
入
時
期
と
、
就
任
さ
れ

て
い
る
方
の
職
歴
は
。

【
答
】
刈
谷
市
は
20
年
４

月
導
入
で
、
導
入
時
も
現

在
も
市
職
員
Ｏ
Ｂ
、
安
城

市
は
18
年
４
月
導
入
で
、

導
入
時
は
市
職
員
Ｏ
Ｂ
と

国
の
職
員
で
現
在
は
市
職

員
Ｏ
Ｂ
と
民
間
の
方
、
西

尾
市
は
19
年
２
月
導
入
で
、

導
入
時
も
現
在
も
市
職
員

Ｏ
Ｂ
で
あ
る
。

【
問
】
副
市
長
１
期
４
年

で
必
要
と
な
る
人
件
費
は
。

【
答
】
年
間
当
た
り
の
給

料
と
期
末
手
当
で
約
１
千

448
万
円
、
共
済
費
が
約
230

万
円
、
任
期
満
了
に
伴
う

退
職
手
当
が
約
１
千
126
万

円
で
、
１
期
４
年
の
総
額

は
約
７
千
838
万
円
と
な
る
。

佐　

藤　

郁　

恵

自
衛
隊
強
化
と
明
文
改
憲
の
動
き
に
つ
い
て

安　

間　

寛　

子

国
保
料
の
軽
減
の
考
え
、

滞
納
者
へ
の
対
応
は
？

ここに掲載した一般質問の内容は抜粋したものですの
で、詳しくは、ホームページで公開するインターネット
中継（録画）、会議録をご覧ください。

関
連
質
問

石　

原　

政　

明

P9
堀
内
重
佳
議
員
の

一
般
質
問
に
対
す
る
も
の




